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研究要旨 

化学物質過敏症は、放置すれば患者の QOL を損ない慢性化重症化しやすい神経症

状である。医療圏の異なる 2 施設の当該患者 111 例の臨床経過について後ろ向き

に検討したところ、併存疾患（神経障害性疼痛、亜鉛欠乏、ビタミン D 欠乏、統合

失調、脳脊髄液減少など）の診断と治療により、両施設とも約半数の症例で症状が

消失または改善し、中枢神経感作の病態への関与が示唆された。 

 
Ａ．研究目的 

化学物質過敏症(MCS)の病態と予後に関する一般

医療者の科学的根拠に基づかない認識（心因性疾患

である、治らない、化学物質が体内蓄積し発症する

など)の変更を促し、患者が発症早期から適切な医療

を受け、難治化や社会からの孤立を防ぐことができ

るようにするため、研究分担者らの過去の症例経験

を後ろ向きにまとめ、当該疾患の早期の医療介入の

有用性を示す。 

 

Ｂ．研究方法 

東京都足立区の東京女子医科大学附属足立医療セ

ンター麻酔科ペインクリニック環境医学外来 (担当平

久美子)または大阪府堺市の典子エンジェルクリニッ

ク（院長舩越典子）を受診し化学物質過敏症状を訴

えた患者 111 例の、既往歴と化学物質過敏症発症か

ら初診までの経過、初診時所見と検査結果、治療経

過について、診療録をもとに分析検討した。研究実

施に際し、研究計画書について東京女子医医科大学

倫理審査委員会の審査承認を得た（No.2023-0091）。 

 

Ｃ．研究結果（中間解析） 

神経障害性疼痛の標準的な治療薬ガバペンチノイ

ドにより MCS の特徴をもつ疼痛の軽減（Visual 

Analogue Scale が 4/10 以下）と同時に MCS 症状の

軽減消失が得られたのは、A 院（M/F=6/49,48±12

歳(mean±SD)）で 49%、B 院（M/F=1/55,46±11

歳）で 54%だった。治療開始前にビタミン D と亜鉛

を同時に測定した 102 例(A 院 M/F=5/41,48±12 歳, 

B 院 M/F=1/55,同上）のうちビタミン D・亜鉛とも

に欠乏がそれぞれ 35%、25%、ビタミン D のみ欠乏

24%、47%、亜鉛のみ欠乏が 22%、7%、両者とも欠

乏なし 19%、21%だった。 

 

Ｄ．考察 

ビタミン D および亜鉛の欠乏は、文献的に様々な

全身症状を伴うこと、MCS の診断基準に加えられて

いる眼球滑動性追従運動異常をきたす疾患の多くと

関連することから、一部の患者で両者の欠乏が発症

と症状増悪に関連している可能性がある。また半数

の患者でガバペンチノイド投与により神経障害疼痛

と MCS 症状が同時に改善したことから、MCS の発

症には中枢性感作などの神経機能異常が関与してい

る可能性が示された。 

 

Ｅ．結論 

 MCS の診断自体は何ら具体的な予後を示すもので

はなく、多角的網羅的な鑑別診断が症状改善のため

の治療に結びついた事例が複数施設で相当数観察さ

れた。 
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